






<要約>

酸性ムコ多糖蓄積症のマススクリーニングへ向けて、現行の神経芽細胞種のマススクリー

ニングに用いられている VMA327(東洋)濾紙にしませた尿検体からのグリコサミノグリカ

ン(GSG)の抽出法の基礎的検討を行った。まず、各種の GSG の水溶液を濾紙にしませて乾

燥後、蒸留水を用いて溶出したところ、ある程度の回収が得られたが、GSG と正常尿とを

混和後同様の方法で溶出を試みたところ、その回収は極めて悪かった。そこで、様々の抽

出緩衝液の pH とモル濃度を検討したところ、酸性尿とアルカリ性尿ではその溶出態度に

大きな開きがあり、アルカリ性尿の場合は比較的容易に抽出されるが、酸性尿では pH9.0

以上で 200-500mM のトリス蟻酸緩衝液ではじめて十分な抽出が可能であった。VMA327 濾

紙をもちいてマススクリーニングを行う場合、GSG の溶出態度を十分にモニターする必要

があると考えられた。


